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１．はじめに 

 近年、橋梁分野においては、鋼橋の LCC 低減要求が強まっており、裸使用が可能な耐候性鋼の適用が増加し

ている１）。しかしながら、塩化物イオン（Cl-）が存在すると、保護性さび層の形成が阻害されて腐食が進行

しやすくなることから、JIS 耐候性鋼では無塗装適用可能な飛来塩分量の許容値（0.05mdd 以下）が定められ

ている２）。一方、塗装やめっき、溶射などの表面処理を施した鋼橋においても、塩分の存在は腐食劣化を早め

る元凶であることが知られている。但し、実橋梁における付着塩分は一様でなく、部位別の付着塩分測定や付

着塩分シミュレーション３）などが行われているが、温度・湿度なども腐食性に関与する。 

本研究では、塗装橋梁において、表面塩分計を用いて、部位別付着塩分量とその経時変化を測定するととも

に、代表部位に普通鋼裸試験片を取り付けて腐食減量（板厚減少量）を求め、付着塩分量による腐食性評価の

妥当性について検討した。加えて、普通鋼裸試験片におけるさび厚とさび比表面積４）の評価も行ない、腐食

診断法としての可能性を検討した。 
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２．実験方法 

 2004 年 5 月竣工の沖州樋門橋（徳島県吉野川河

口に面する塗装橋梁、全長 48ｍ、RC 床版単純鋼箱

桁橋）において、2004 年 8 月以降、月一回の頻度

で、JIS ガーゼ法により橋梁桁下位置での飛来塩

分量を測定するとともに、表面塩分計（SNA-2000）

を用いて代表部位の付着塩分量を測定した。加え

て、本橋梁の代表部位に普通鋼の裸試験片（50mm

×50mm×1.5mmｔ）を設置し、所定時間後に電磁膜

厚計によるさび厚測定と質量減少による板厚減少

量評価を行った。その際に採取した生成さびにつ

いて窒素吸着法によるさびの比表面積評価を行っ

た。一方、一部の部位においては、簡易温湿度計

（佐藤計器製 SK-200TH）を設置して、温度・湿度

をモニターした。 

 図１ 部位別の初期付着塩分量
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３．実験結果と考察 

図１に、竣工 3 ヶ月時点（2004 年 8 月）の部位別の初

期付着塩分量の測定結果を示す。東側（East）、西側（West）

ともに、ウエブ、フランジ（F）下面に比べて、F 上面で

付着塩分量が高い傾向にある。ここで、No.1,2 及び 15 で

は塩分量が小さいが、これは降雨の影響を受ける部位であ

り、水洗されたものと思われる。代表部位について月別付

着塩分量の経時変化を追跡（2004 年 8 月～2005 年 3 月）

したところ、付着塩分の部位依存性は初期塩分値（図 1）

とほぼ一致した。また、この期間の飛来塩分量平均値は

0.340mdd であった。図２に、月別付着塩分量の平均値と

板厚減少量（暴露 7 ヶ月時点の 2005 年 3 月に取り出し評

価したもの）の関係を示す。塩分量が高いほど板厚減少量

が大きい傾向にあるが、相関性は高くない。このことは、

腐食挙動は付着塩分だけでなく、雨風や結露による洗浄効

果や濡れ時間なども関与するためと考えられ、付着塩分量

による腐食性評価には限界があることが示唆される。温湿

度との関係は講演時に触れる。 

 

 図３に、普通鋼裸試験片のさび厚と板厚減少量の関係を

示す。良好な正の相関関係にあり、さび厚の単純測定で初

期腐食量が簡便評価出来ることがわかる。図４に、普通鋼

裸試験片より採取したさびの比表面積と板厚減少量の関

係を示す。この場合もよい相関が見られ、腐食量の大きい

試料ほど、さびが粗大化し、さび比表面積が大きいことを

示唆している。 
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 図４

４．まとめ  

 見かけの付着塩分量は、部位別に大きく異なり、腐食性に関与するが

価には、普通鋼裸試験片を橋梁に取り付けて腐食量（板厚減少量）を評

さび厚やさび比表面積の測定によっても腐食量が推定できる。 
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